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61.Brown･S6quard症候群を皇 し, 診断に

plainCT が有用であった外傷性脊髄 く

も膜下血腫の 1例
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北沢 智二 ･杉山 義昭 (鮎 星霜 央病院)

何ら基礎疾患を有さない外傷性脊髄くも膜下血腫の稀

な1例を経験したので報告する.

症例は43才男性.自転車にて走行中誤って転倒し右前

額部を強打した.頚部痛,頚部運動制限を訴え近医に

入院したが,受傷後2日目より左不全片麻痔及び左上厳

シビレ感が出現した為,受傷後4日日当科へ転入院と

なった.入院時意識清明で,頭蓋単純写及び頚椎2方向

写にて異常所見を認めず,頭部 CT にても異常所見を

認めなかったが,左 C2ー3領域の Brown-Sequard症候

群を呈するようになった為,上位頚椎 plainCTを施

行した所,C1椎体レベルから C2_3椎間レベルに達す

る左側脊椎管内に高吸収域を認め,手術にて同部位くも

膜下腔に血腫の存在を確認した.AVM 等の血管奇形

は認めず,出血性素因等の基礎疾患も認めなかった.

徐々に進行する脊髄圧迫所見及び頚部痛,頚部運動制限

が特徴的所見と考えられ,診断には plainCTが安全

でかつ有用な補助診断法と思われる.

63.外傷性気脳症46例の検討
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外傷性気脳症46例について検討した.年令は2才から

82才までで,平均37.8才であった.受傷原因は交通事故

28例,転落事故10例,その他8例であった.頭蓋内空気

の存在部位より① 脳幹周囲に空気のみられたもの (脳

幹塾), ② 脳幹周囲以外に空気のみられたもの (直接

塾)の2群に分けて検討した.

1)気脳症46例中,脳幹型23例 (50%),直接型23例

(50%)であった.2)死亡群は16例で,脳幹型13例 (81

%),直接塾3例 (19%)であり,脳幹塾が多かった.

3)生存群は30例で,脳幹型10例 (330/a),直接型20例

(67%)であり,r直接型が多かった. 4)生存群の脳幹

型2例に髄膜炎がみられ,経過不良であった. 5)死亡

率についてみると,脳幹型では23例中13例 (57%)であ

り,直接塾では23例中3例 (13%)であった.

脳幹型では強い外力により,頭蓋底骨折をきたすと同

時に,直接型に比し,頭蓋内損傷の程度も強く,死亡例

が多かったものと考えられた.

64.頭部外傷による末梢性動眼神経麻痔
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今回我々は,外傷性動眼神経麻揮患者9例について,

予後などを検討したので報告する.対象は,昭和53年か

ら昭和60年5月迄､の約7年間の頭部外傷入院患者502名

のうち限漁下垂,外眼筋麻揮,内眼筋麻痔のうち2つ以

上を示した9例である.脳-ルニアや眼窟内損傷,いわ

うる traumaticmydriasisは除外した.年齢は6歳か

ら67歳までで,男女比は4対5,受傷機転は,交通事故

6例,転落1例,転倒 1例,作業中の事故1例であった.

頭部外傷の程度は,荒木の分類でⅠ型2例,Ⅰ型4例,

Ⅲ塾3例で,従来の報告に比べて,外傷の程度は強いよ

うである.眼窟部打撲3例,うち骨折のあるもの2例,

眼窟部以外の前頭部や側頭部を打撲したも_の4例で,う

ち骨折のあるもの3例,後頭部に骨折のあるもの1例で

あった.予後に関してみると,約1日で回復したもの2

例,約1から2ケ月で治癒したもの2例,数ヶ月のうち軽

快はするものの治癒しないもの5例であった.


